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一建噺建場施エ.端場(T) 3-1
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〔目的 〕ｲ^ 咆ic 匍 者る茜 滴 ，ト ラフ"Iし＆堤 乙5  is き,    ま 産眉佃 としての建 築メ,－ヵ- と，

住 忿 き暇つで便 厠 壽や禎奮趙 じ の'Z フ の広場 に的 力ヽれ る．今 まで 二の向 顧を 玄 として 痢寄

島側 がヽら囮さ″れ た狐 見£もとに その起 因 £種a の取 揖n 一久 乞直し マ薦え.T ぎ 恥．少 ＠は
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